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長
対
ム
ド
に
連
れ
出
し
た
一

と
己

f
c
i
い

ブ
フ
ン
ス
史

に
お
い
て
ガ
り
ア
が
先
見
さ
れ
た
り
は
一
九
由
紀
r
日
ー
で
あ
り
、

世
紀
中
主
に
は
ガ
り
ア
人
は
ア
一
フ
ン
ス
史
り

市
と
な
っ
た
っ

、J
h

ν

一り
d

フ
ラ
ン
ス
走
”
第
一
土
ぎ
て
八
一
二
）
お
一
芝
山
は
、
ガ

η
y
人
へ
の
共
感
が
一
小
さ
れ
て
い
る
U

ツ
↑
一
ル
干
ン
ゲ
ト
リ
ク
ス
と
戦
場
の
ず
レ
ン
ア
い
？
神
話
（
つ
さ
れ
る
の
も
、

ー
丸
山
刊
記
で
あ
る
f

内
二
ル
キ
シ
ゲ
ト
リ
ク
ス
は
、

PH白

ゃ
と
国
の
た
め
の
戦
い
を
只
現
九
－
W
気
と
化
い
ぜ
γ

と
自
己
犠
将
の
代
々
む
剖
1

／
ー
も
な
っ
た
が
、

八
也
記
ぶ
ま
で
衆
人
の
注

EJV」
長
め
仕

か
う
た
。
彼
は
い
ま
ピ
ー
国
民
的
実
町
」

九
日
紀
主
ば
の
い
一
y

で
あ
匂
っ

八
育
八
年

さ
は
な
く

そ
の
包
ν
f
v
h
く
知
ら
れ
る
の
正
一

' 

一
判
世
界
評
論
P

の
な
か
で

う
エ
ル
キ
ン
ゲ
ト
J
ク
ス
ば
1

最
初
の
ブ
プ
ン
ス
人

（

yi

マ

ル

公
J）

／
｝
記
述
さ
れ
る
ご
乙
に
ヨ

る
n

て
れ
ま
↑
ど
、
多
く
り
綬
史
家
や
咋
代
記
約
百
本
は
、

ソ
一
ァ
ン
ス
人
中
一
万
リ
γ

人
心
子
孫
で
は
立
〈
サ
ノ
↑
プ
〆
ク
人
の
了
孫
で
あ
る
こ

ry

ヴ llア心：員：雄ζナンョ ！:C Tf1ノティテ寸

ソ
ラ
〆
ク
人
の
初
期
日
王
か
ら
フ
ラ
ン
ス
史
を
い
糾
阻
め
て
い
に
。
ヱ
光
市
伝
統
に
tυ
つ
活
史
叙
述
で
は
、

円
取
川
和
け
ワ
7

ン
ス
人
」

／よ
' ' 

に
し
て
一
け
い
川
村
刀
エ
リ
ス
ト
孜
μ
に
の
山
王
一
は
L

ワ
巳
円
ノ
ス
で
丸
っ
た
〈
オ
ル
レ

γ
〆
系
の
孜
利
主
い
も
、
づ
一
y
J
ス
山
主
主
リ
ス
ー
教

人
ヒ
ロ
年
で
も
、

と
口

l
γ
心
遣
凶
作
か
ら
給
止
と
い
た

土
一
以
刀
真
の
創
始
者
で
た
る
ク
ロ
ヴ
ィ
ス
か
ら
お
ィ
請
は
給
ま
る
一
と
ペ
ム

す
回
収
史
教
科
主
ハ
が
み
つ
え
）
ま
た

工
人
以
復
ム
ト
ド
ー
の

八
一
十
ハ
h

に

七、
l
メ
川
に
朱
か
る
ポ
ン

χ
ァ
は
凶
史
的
栄
光
を
去
す
一
六

べ一ノげ，
vμ
仏
欲
グ
l

」一軒リ
J

1レ
こ
干
し
1

，4
i
u
l
d川
イ
！
よ
μ
f
少
今
チ

J
ん

で
の
な
か
に
ウ
ヱ
ル
干
ノ
ー
ヶ
、
リ
ク
ス
は
ん
品
川
ま
れ
て
い
な
か
っ
す
た

主
一
以
の
ァ
一
プ
ン
ス
と
は
拒
日
開
で
あ
っ

八
一
一
心
仏
以
後

f

l

v
：
り
党
雄
の
記
念
泊
川
建
r

けいれ
d

提
案
さ
れ
る
ド

に
、
川
：
っ
て
土
り
も
し
し
MJ
し

こ
う
し
た
傾
向
を

1
取
り
し
た
り
が
、

一
北
阿
川
犯
の
ケ
ル
ト
心
昨
告
と
口
わ
れ
た
ア
〆
リ
マ
九
夕
、
／
で
あ
る
J
1
、
ン
コ
レ
円
以
、

）ノ
J

ル
キ
ン
ゲ
ト
1

勺
づ
九
七
ゲ
一
囚
有
名
剖
と
J

て
で
は
な
く
て
ガ
リ
ア
の
武
将
を
い
何
す
話
通
名
古
刊
1
f
y

）
亡
何
十
解
、

γ人
の
に
村
、
ν
亡、

）＼ 

阿

タ
ン
は
そ
の
存
仕
を
rv明、
J

、
J
C
、っけ
L

d

ブ
↑
ノ
／
ス

の
田
知
引
で
、

「
阿
ヲ
v

H

y

川
仁
田
岡
刈
一
ピ
住
し
げ
に
人
々
は
刀
リ

ア
人
で
あ
り
、
わ
れ
わ
、
れ
の
本
当
の
智
光
と
あ
る
〉
一
山
之
、
ほ
代
町
一
ブ
プ
ン
ス
人
は
き
ま
ざ
ま
な
人
刊
の
混
交
に
よ
う
て
作
り
凡
さ
、
＂ノ
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；れ

が

こむ叶川侃
i

父
む
す
ぺ
lm
＼しい
li
川
町
一
一
」
ド
バ
ホ
の
は
ガ
リ

7
Eへ
の
ι陀
だ
一

~r 

' ιK 
u 

一
『
八
」
ハ
一
イ
に
マ
ル
々
〆
か

L
f
一一寸J
山1d
て
い
た
F

ーヰ
i
ヴ
ル
美
術
館
の
同
点
日
む
に
止
lm
む
倣
列
宗
に
は
〈
ヱ
川
W
M
r
り
古
美
納
品
川
h
d
［
ポ
不
宍
、
れ
て
い
る
が

わ
が
れ
父
の
古
元
術
品
は
除
か
れ

て
い
ヅ
hv

レヨ山べざ｝アム
M
L
E
えド
JF？っ
L

ムトてつい円、

ガ
り
ア
の
時
代
は

2
7
ン
ス
丸
山
－
初
級
的
存
布
f
よ
い
か
な
か
っ
た
へ
わ
れ
、
り
が
向

リ
ア
人
上

Y
Uつ
表
象
は
、
沢
代
の
産
物
で
あ
コ
た
c

i

口
代
口
y

！
？
人
が
イ
タ
リ
ア
人
の
ア
イ
デ
ノ
フ
f
フ
句
、
乙
関
わ
り
、
ゲ
ル

マ
シ
人
が
ド
イ

y
人
的
ア
イ
デ
ン
一
1
r

ィ
一
叶
ィ
と
関
わ
パ
た
し
と
き
、
「
ロ
ー
マ
人
と
ム
ヲ
レ
、
ン
人
の
狭
山
間
に
い
た
方
j
ア
人
と
い
ニ
J
M
は

い
ん
表
象
が
作
り
出
さ
れ
に
の
で
あ
る

均

14F
の
佳
作
ん
の
「
M
川
氏
化

J

た
い
位
！
一
土
本
は
、

ア
メ
デ
・
ア
ィ
ニ
l
j
でよめプ
U
O

夜
中
、
一
ぶ
オ
ャ
キ
ュ
ス
ヤ
ン
・
一
プ
A
1
T

一J
の

郊
の
マ
メ
ド
宅
一
T

ィ
J

リ
法
、

八
二
八
一

の
九
は
か
で
、
亘
氏
、
十

ア
ン
リ
e

マ
ル
ク
／
に
も
影
響

ruq之
」
「
ガ
リ
γ
ー
人
の
一
校
児
町

詩
的
な
ウ
エ
ル
序
／
ゲ
ト
リ
ク
ス
像
中
担
問
ボ
L
ず
い
た
。

内
J
t
v

平
〆
ゲ

l
リ
ク
ス

ηfナ
孫
以
外
に
わ
が
ハ
人
引
は
い
J

ぽ
い
と
述
べ

ウ
ー
凡
ふ
ン
ケ
ー
リ
ク
ス
の
党
派
は
「
百
一
氏
先

と
形
市
戸
、
子
、
れ
、
そ
の
甲
山
広
は
1

町
民
的
十
人
義

や
一
白
巾
刀
大
義

、J
P

、
ノ
」
K
V刊

f
J

C
7
2
t前
半
J

た
一
沼
氏
市
し
〈
伏
出
血
づ
け
ら
れ
、
内
ユ
ル
ヰ
J

ゲ
〉
リ
ク
人
？
で
5
人
も
方
リ
ア
独
立

天
的
茂
雄
と
し
て
拾
か
和

む
こ
め
に
口

l
r、
の
侵
略
有
と
い
岳
、
っ
た
一
同

一
ザ
つ
ま
で
も
な
く
、
実
際
の
万
円
7

人
は
近
代
的
な
凶
足
立
識
や
目
黒
動
念
と
は
h
…
絞
で
あ
り
、

ン
f

ェ
ブ
ル
ア
イ
ヂ
ン
一
一
l
f

テ
ィ
で
は
す
は
く
て
、

了
ス
ニ
叶
ク
a

ア
f
デ
／
一
ワ
ノ
マ
ィ
の
よ
次
冗
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
へ

ア
ポ

ν
オ
ン
一
医
も
、
「
囚
誌
の
過
去
を
考
古
学
的
I

桜
江
町
的
に
同
日
構
成
す
る
こ
と
に
h
o

ね
い
な
る
関
心
な
抱
い

C
い
f
u
役
付
、

見
山
市
の
支
凶
作
い
を
作
る
た
め
に
？
り

ブ
ラ
シ
ス
同
件
、
の
れ
小
十
六
日
ブ
ブ
ン
ラ
絞
で
は
な
く
と
、

ガ
ド
ノ
ア
人
伝
い
し
ケ
ル
ト
人
バ
一
と
い
う
メ
J

え

第
二
帝
政
げ
か
’
始
ま
っ
た
一
八
斗
（

U
q代
に
は
、

万
汁
ず
の
い
が
亙

7
fン
ア
の
場
所
生
め
ぐ
コ
て
設
前
が
戦
わ
さ
れ

f

ー、、｝」

v
L
7
 
び
レ
シ
ア
は
中
ィ
ジ
ー
ン
泣
ー
婦
の
ア
汀

X
u
uつ
ン
ト

Hriヌ

en 

あ
る
い
は
／
叶
叶
〆

k
f／
士

2
2
店
主
コ
丹
念
詑
ペ
ロ
伶

ソ、

L
J
h二
4
キ
ロ
に
あ
る

γ
レ

ズ

村
な
の
か
っ

γ
レ
｝
ズ
付
況
の
支
持
者
仁
は
、
白
文
言
学
院
教
校
の
／
ユ
ヤ
パ
e
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へ
刊
日
）

キ
シ
ュ
ラ
も
い
た
。

一
八
瓦
八
年
七
月
に
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
二
一
世
は
ガ
リ
ア
地
誌
委
員
会
を
設
置
し
、
学
問
的
に
決
着
を
つ
け
る
た
め
に

も

一
八
六
一
年
に
ア
レ
シ
ア

（
ア
リ
ズ
村
）
を
、
翌
年
に
は
ゲ
ル
ゴ
ウ
ィ
ア
の
発
掘
に
私
財
を
投
じ
て
、
考
古
学
上
の
史
料
を
収
集

さ
ぜ
た
。
六
一
年
六
月
に
は
発
掘
中
の
ア
リ
ズ
村
を
訪
れ
て
も
い
る
。
ま
た
、

一
八
六
七
年
に
は
国
立
古
代
博
物
館
を
サ
ン
H

ジ
エ
ル

マ
ン
H

ア
ン
H

レ
！
の
城
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
る
。
皇
帝
が
、
彫
刻
家
エ
メ
・
ミ
レ

l
に
ウ
エ
ル
キ
ン
ゲ
ト
リ
ク
ス
像
の
制
作
を
依

形
し
て
お
り
、
そ
の
巨
大
な
銅
像
は
、

頼
し
て
、
私
費
で
購
入
し
た
の
も
同
様
の
考
え
に
よ
る
、
だ
ろ
う
。
ミ
レ

l
は
、
皇
帝
の
風
貌
を
モ
デ
ル
に
し
て
ガ
リ
ア
の
指
導
者
を
造

一
八
六
五
年
八
月
に
デ
ィ
ジ
ョ
ン
近
郊
の
ア
レ
シ
ア
に
建
立
さ
れ
た
。
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
の
台

座
の
上
に
、
胃
を
か
ぶ
ら
ず
、
地
面
に
突
き
刺
し
た
剣
に
両
手
を
も
た
せ
か
け
た
六
・
六
メ
ー
ト
ル
の
立
像
が
折
え
ら
れ
た

（
図
参
照
）
0

皇
帝
は
台
座
に
ウ
エ
ル
キ
ン
ゲ
ト
リ
ク
ス
の
言
葉
を
刻
ま
せ
て
い
る
。
「
団
結
し
た
ガ
リ
ア
か
ら
生
ま
れ
る
の
は
同
じ
心
を
持
っ
た
活

ナ

ン

オ

ン

（

M
M）

助
的
な
民
族
だ
け
で
ゐ
り
、
そ
の
ガ
リ
ア
は
旺
界
に
立
ち
向
か
う
だ
ろ
う
」
0

ガリアの英雄とナショナル・アイデンティティ

こ
の
よ
う
に
、

一
九
世
紀
半
ば
に
ガ
リ
ア
兵
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す
る
。

「。
ハUハU

Q
〆
μ

ηδ 
ハ吋
U

ハ斗
UAb 
つUA斗Lnδ 「ひにひ法大阪

の
ウ
エ
ル
キ
ン
ゲ
ト
リ
ク
ス
像
と
な
り
、

一
八

O
四
年
に
ア
レ
シ
ア
の
オ
グ
ゾ
ワ
山
で
金
貨
が
発
見

ウェルキンゲトリクス

山典： D白ireBlanchet, Hi吋οt印刷t1仰

ale et notions so机叩山間sd'histoire 

g向erale, premiere ann仕， Paris,

1888, p. 24 

さ
れ
、

一
八
六

0
年
代
の
発
掘
で
は

ウ
エ
ル
キ
ン
ゲ
ト
リ
ク
ス
の
名
、
が
刻
印

さ
れ
た
二
枚
の
青
銅
コ
イ
ン
と
無
銘
の

肖
像
金
貨
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
、
ガ

リ
ア
兵
の
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
に
う
っ
て

い
た
。
こ
う
し
て
長
髪
で
髭
を
は
や
し

た
ガ
リ
ア
兵
の
像
が
造
ら
れ
、
ミ
レ

l



と
m
v
q
J
J
1
ジ
バ
υ

流
布
し
て
い
く
コ

民
求
心
ハ
u

伎
に
い
」
け
で
と
の
僚
が
は
一
注
す
る
に
は
、

一
九
一
ハ
ノ

ι
に
発
売
さ
れ
る
タ
パ
F

ワ

i
ス一

' 

ニムノ、し
J
L

、
ア
〆
、
ン
ア
は
「
凶
平
一
定
、
り
起
点
」

八
六
凶
イ
に
7
刀
デ

心
地
J

す
を
品
位
但
け
し
、

ガ
り
ア
ブ
ー
ム
が
手
ま
れ
る
代

ミ
、
．
ソ
？
ン
セ

i
ズ！日
7
1ノ
ア
の
英
雄
に
悶
す
る
誌
の
”
芦
を
詑
円
、

一
八
？
ハ
八
年
七
月
に
ア
ン
）
－
｝
－
べ

i
ヌ
と
コ
ド
主
ノ
’
ク

－wべ
H

コJ
H

川寸

f

口
ン
が
刻
印
『
1
M

ゴ
ー

υ
り
P

（ 

ノJ

uonLUむ
J
b
午
、
党
刊
、
三

一八六一、リ匂
i

代
い
い
は
ワ
r

一
ル
干
ン
ゲ
ト
リ
ク

ス
を
南
患
に
じ
た
絵
や
石
持
依
が
け
吋
口
〆
に
山
M
R
3れ
た
。

エ
7

ル
マ
／
の
訟
や
パ
ル
ト
ル
デ
パ
ー
の
郎
防
除
な
い
〆
が
九
れ
い
訳
u
w
m
W
1
d
一
の
で
あ

り
、
ケ
下
ル
ベ
九
州
「
～

L

ル
込
ン
ゲ
ト
1
ノ
ク
ス
心
旧
作
心
不
」
（
ヘ
ハ
凶
）
と
い
え
仏
松
山
L

折
い
て
い
る
け

L
か
し
ナ
ピ
川
レ

7
ノ
一
二
刊
が
、

寸
ゴ
り
内
一
人
・
方
工
汁
ノ
ル
の
日
柑
小
川
～
ー

八
六
九
）

の
苫
者
と
あ
る
、
古
7
～
忘
れ
な
い
で
お
、
？
っ
ハ
ア
レ
シ
ア
党
凡
り
員
出
向
の

L土

ヵ
J

サ
ル
伝
け
執
筆
に
あ
一
J
1
γ

／
｝
一
げ
つ
つ
、
よ
い
バ
、
ろ
う
n

彼
は
、
内
エ
ル
ミ
／
ゲ

T
リ
ク
ス
を
称
え
つ
つ
も
、

ロ
？
に
払
る
？
前
一
民
地

化
の
忌
志
J
P
ど
も
三
張
し
、
一
わ
れ
わ
れ
の
文
明
は
口
！
？

の
お
力
げ
で
た
る
一
と
託
す
人
物
で
も
あ
っ
た
乙
さ
ら
に
、

ハ
八
年
八
月
一

レ
付
出
版

川
下
ノ
ケ
レ
に
よ
っ
て
パ
リ

ア
レ
J
J
F
湿
り
と
、
ー
ル
ピ
ア
ソ
ク
E
h
J
が
誕
止
し
戸
～
が

IL] 
;<. 

U

J

ア
む
独
げ
を
如
水
仇
「
る
ア
レ
、
ン
ソ
J

／
地
の
は
、

ア
ラ
ン
ク
同
王
ク
汀
吋
／
ス
心
戦
勝
地
か
ら
取
ら
れ
に
ル
ピ
ア
ジ
勺
返
り
と
結
目
れ

て
い
え
v

ナ
ポ
レ

f
ン

主
席
と
ん
山
市
堕
mv
阿
川
叫
が
称
え
る
ケ
ロ
ド
リ
r
J
、
は
め

一日
h
b
C
政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
で
？
？
っ
か
υ

し
か
し
、

正
ハ
和
政
の
成
r
V
しし
J
も
に
出
ノ
が
薄
〈
ヘ
ホ
り
、
ぶ
れ
に
代
わ
コ
て
、
誌
や
小
説
や
叫
阿
佐
の
ン
Z
L

ン
ル
に
円
。
い

J
U
ソ
エ
ル
キ
ン
ゲ
ト
り

ゲ
ス
法
散
が
大
円
害
制
作
主
れ
る
よ
二
円
な
る
c

一
八
七
一
り
年
の
敗
北
を
体
験
工
、
フ

7
ン
ス
人
ピ
）
っ
て
、

ガ
ー
？
の
革
、
雄
は
何
よ
り
も
敗
れ
た
っ

7
J
ス
の
す
叶
り
」

Z

れ
に
け
い
共
感
を
集
約
J
b

す
か
っ
た
、

一
八

t
↓
年
に
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ケ
と
ノ
エ
ル
キ
ン
ゲ
ト
リ
ク
ス
が
一

pf
撮
る
立
川
波
「
対

比
仇
独
げ
の
均
款
者
ど
っ
へ
」
（
T
J

：
ル
e

J

ャ
ト
凡
1

スリ作｝

か
汁
口
ン
に
川
ハ

υバ
さ
れ
、

八
じ
一
二
年

汀

じ
白
川
県
ム
ヒ
仁
、
パ Cl 
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り
一
匹
区
に
ヴ
ユ
ル
ザ
ン
ジ
工
川
リ
ケ
ス
巡
り
と
γ

工
ル
令
ヴ
ノ
巡
り
が
d
J

い
ろ
に
も
、
そ
う
し
た
一
】
件
宮
山
地
う
こ
と
が
で

き
る
わ
一
第
一
共
利
政
却
の
－
フ
ェ
リ
ー
の
バ
J

校リ戸、

ク
ロ
ヴ
｛
ス
や
ブ
↑
ノ
ン
ク
リ
玖
に
代
え
て
ウ
エ
ル
キ
ン
ザ
ト
H

ケ
ス
と
ゲ
リ
ア
人
を
な

場
主
ぜ
之
が

八一八（け
r
頃
ま
で
心
初
宅
教
科
古
で
は
、

ブ
ブ
ン
ク
υ肌

ゲ
り
ア
人
は
プ
ブ
ン
ス
丸
心
外
に
追
い
や
ら
れ
、
住
り
、

よ
る
ガ
リ
Jγ

征
服
と
ケ
行
ツ
ィ
？
へ
の
洗
刊
か
ら
川
市
に
は
川
崎
1
っ
て
し
人

む
出
身
の
政
r
信
託

7

ル
タ
ノ
・
ナ
ド
が

tHL刀
の
よ
令
系
は

偉
人
で
た
く
ま
J

い
万
リ
ア
μ

践
に
速
な
り
、
日
刀
j
γ
人
た
ち
は
常
に
日
八
利
政
を
欲
J

て
い
た

ir
八
六
I
一
午
に
記
↓
江
川

戸
一
う
し
た
版
史
教
育
の
変
化
が
あ
っ
て
」
ま
た
、
ナ
ド
が
古
川
ノ
ア
人
の
民
来
性
を
け
問
調
し
ん
lf）
こ
ろ
に
、

↓
ノ
ラ
ン
ク
九
を
貴
広
L

一一月

視
λ
J
る
階
級
的
制
品
目
一
を
と
潤
見
る
ニ
乙
が

y
ラ
ン
ク
八
？
口
族
、

γ
リ
γ
人
民
山
内
部
E

に
い
う
河
川
コ
ん
は
、

t
i
ギ
ユ
ス
夕
、
／
宅
一
T

イ

Lη
の

－
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
戟
史
話
」

ヴ llア心：員：雄ζナンョ ！:C Tf1ノティテ寸

ニ
ヘ
河
ハ
ノ
リ
州
以
の

ブ
ワ
ン
ス
児
〆
J

」
（
本
訳
J

で
山
は
さ
れ
ア
問
問
級
モ
一
フ
ル
で
ゐ
り
、
こ
の
川
λ
が
、
普
仏
戦
争
の
敗
北
後
の

三
ペ
政
に
お
い
て
成
治
的
に
も
れ
れ
用
で
一
芳
る
表
象
う
に
な
っ

rc
ガ
リ
ア
人
は
良
川
は
と
農
民
の
初
先
で
あ
打
、

ガ
リ
ア
デ
↓
俣
市
し
た
フ
↑
ノ

J

ク
人
以
貴
伎
の
机
パ
ん
で
d

め
っ
た
F

ブ
一
一
ノ
ノ
ク
人
は
ノ
U
イ
七
〆
人
と
付
税
さ
れ
、
対
独
復
時
国
の
丈
♂
不
心
な
白
で
、
い
っ
そ
う
だ
リ

ア
胃
町
民
が
作

η
山
手
れ
て
い
く
ま
た
ロ
！
？
人
J
い
う
衣
伯
郡
は
、
吋
7

ヂ
カ
ン
心
介
入
立
正
否
ず
る
政
教
分
限
の
戦
い
の
ほ
か
で
矢

教
会

1
Vハ
ね
同
E
4
1立
公
せ
た
争
い
と
も
川
三
時
で
め
れ

宝
し
て
い
っ
た

し
か
も
紀
元
首
削
の
ウ
ヱ
ル
司
ノ
ゲ
、
リ
ウ
ス
は

士。、コ山内
L

彼
は
J

ン
M

ン
サ
ス
ど
刊
日
つ
れ
る
人
初
、
凶
I
人
涜
ム
円
心
象
徴
で
あ
J

た｝

」
う
し
て
1

英
雄
の
凶
民
化
」
げ
か
進
み

つ
ニ
ル
キ
／
ケ
ト
ト
ノ
ク
ス
が
「
円
恥
初
心
凶
足
的
文
雄
L

と
沿
る
卒
、
ー
ブ
↑
ノ
ン
ス
・
対
十

政
・
刀
ト
J

ク
孜
会
」
と
い
う
か
つ
て
の
型
な
る
一
一
役
ゐ
外
は
、

ガ
リ
7
・
出
氏
・
日
八
利
政
」

t
い
え
ノ
日
俗
的
で
久
之
的
な
一

体
へ
と
変
化
7

し
た
じ
ウ

ル
午
ン
ゲ
ト
リ
う
ス
は
、
日
出
の
流

の
た
め
L

努
刀
げ
た
1

最
初
の
フ
ラ
ノ
ス
人

ζ

称
さ
れ
た
ν

共
和

f

小
川
、
一
一
政
ヤ
カ
ト
ノ
ノ
々
紋
会
心
伝
統
と
は
川
縁
な
力
ソ
ア
の
柴
山
砲
を
詠
え
た
の
に
対
ー
ぷ
l
L

、

}¥ 
／寸、

カ
ト
1
F
引
ケ
ば
ケ
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門
川
ノ
ノ
？
人
合
称
揚
し

八
九
六
h

に
↑
れ
わ
れ
え
ク
ロ
バ
ノ
イ
え
の
交
流

い
ひ
っ
と
奈
川
刊
二
で
れ
に
弾
み
を
つ
け
zf

F

、，
F

、

カ
ド
リ
ゥ
ク
id
郭

叫
竹
圭
川
川
版
い
れ
マ
ム
同
町
甘
ク
ヨ
ヴ
q

ス
ソ
フ
ン
ス
の
一
倍
り
7mr
ご

ー、、？
l

、

j

yノ
／
＼

「
七
店
と
祭
L
滑
り
同

ー
一
い
う
伝
記
を
出
し
て

取

を

杭

u
t
u
こ
の
人
ー
の
な
か
で
、
「
ノ
ラ
ン
ク
絞
り
怠
p

十
て
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
よ
、
王
丸
ヶ
ロ
ナ
ル
V
と
々
は
ヴ
ィ
ス
（
り
よ
う
に
、

キ
リ
ス
ト
4
引
い
た
れ
、
伴
大
で
あ
れ
」
と
呼
び
し
F
げ
ら
れ
た
r

こ
、
に
も
つ
の
ブ
ブ
、
J

ス

L
『

f
L

、1
7
d
d
jト

ぱ

h
v
J
Z
f

一
八
々
の
ギ
以

降
の
カ
ト
ワ
ッ
ク
の
共
和
政
へ
の
与
川
反
動
に
4
1
て
、

ワ
ニ
ル
キ
ノ
ゲ
ト
1
F

ク
ス
に
対
J

て
折
衷
的
な
け
見
解
が
山
さ
れ
る
戸
主
ノ
に
仕

匂
っ
ヴ
r

一
ル
ペ
吋
イ
ユ
に
あ
る
カ
ト
ゾ
ソ

の
神
父
丈
ち
は
、

バ
ー
徒
の
ぺ
り
に
さ
い
ん
い
一
1

J

J

7

一
ル
キ
J

ゲ
ト
リ
ク
ス
」

の
脚
本
の
仕
か

で
、
わ
れ
わ
れ
は
梓
臼
と
い
う

4
L関
心
L
か
仔
三
な
い
」

と
述
ヘ
亡
、

ウ
エ
ル
キ
ン
ゲ
ト
フ
ケ
ス
山
内
定
十
と
J
1
u円
山
を
鼓
芥
ト
J

る
よ

う
に
求
除
、
一
戸
取
絞
り
ガ
リ
ア
へ
の
長
は
キ
リ
ス
ト
教
の
－
4
り
か
、
で
あ
っ

こ
J
ぃアし
7
、
い
た
u

つ
ま
り
、

ウ
ー
凡
L
L

／
ゲ

i
リ
ク

ス
J工

ク
ロ
ヴ
f
ス
の
到
来
z
ぜ
用
忍
す
る
使
命
を
姑
び
て
い

P
Y一
張
さ
れ
ー
γ
n

L
J

ゴ

レ

じ
1

ノ
γ
ト
IF
りノ
λ

主
、
ヘ
ノ
ゾ
y

j

E

J

た
つ
？
J

I

一

J

：
：
｝
f

：
l
y

－

－

／

t
b
u
こ

1

ス
ト
だ
と
い

1
7張
も
現
れ
に
一
は
ど
で
↓
ぬ
る
じ
、
一
う
し
て
ガ
リ
ア
の
時
代
は
、

カ
ト
リ
ァ
ク
に
と
っ

t
い
わ
ば
ブ
ソ
〆
ス
山
に
の
「
旧

約
聖
詐
一

の
時
代
と
な
J

た
の

p

－J
一

〆

I
7
［
 

ウ
ユ
ル
干
ン
ゲ
λ

リ
ク
ス
を
J
U

己
資
［

カ
コ
ム
ヤ
ル
E
K
T
難
ず
る
と
い
う
中
純
な
向
短
で
は
は
か
つ
え

多
く
の
教
科
主
ハ
は

ガ
リ
ア
人
の
生
活
と
日
ノ
一
心
フ
フ
ン
ス
と
乞
比
較
［
つ
つ
、

に、

一
一
波
図
式
で
拾
き
、
そ
の
「
一
円
以
一
ノ
リ
ー
と
し
こ
ァ
ラ

未
開
と
に
え
明

ン
ス
の
じ
把
J

4

地
、
i
義
ど

ft明
化
の
使
命
」
に
よ
っ
て
と
し
当
化
し
て
い
に
J

日
！
1
7
人
心
計
か
げ
で
ゲ
リ
ァ
が
文
明
の
段
階
ご
亙
し

γtし
い
弓
考
え
は
、
す
で
に
巧
ょ
ル
一
ア
ー
ル
に
も
比
ら
れ
ず
九
r

4
J
j
T
／
 

閉
則
的
な
わ
同
校
に
版
一
任

f
，Q
d
妥
が
あ
勺
た
と
か
、

ウ
yr

ル
ア
i

jし

（主

「
た
聞
の

ガ
リ
ア
は

「
ガ
リ
ア
人
は
ロ
ー
マ
人
ピ
敗
れ
て
三
せ
で

あ
っ

と
記
7

し
た
じ
ギ
ゾ
、
は

υ
午、
A
7
M
川
の
引
版
に
よ
ゐ
号
制
的
T

，～耐は、イコ
O） 必
l止「 ');I
),)::C f 

誌右
属治
己 h

.:/, •' 

がで
あ

マ
ル
チ
ー
ヌ
は
、
ー
カ
ヱ
サ
ル
の
戦
請
に
ポ
】
謝
立

j

y

r

」
ぺ
γυ
み
J
小

L

3

2

（
 

人
川
町
一
精
神
を
円
滑
肢
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L
1に
ん
の
だ
一
と
述
べ

笹
川
ず
は
武

U
に

九
戸
μ山
ブ
ル
ー
ス
市
下
山
肌
〈
の
環
日
ウ
エ
ル
キ
ン
デ
L

リ
ケ
ぇ

の
日
目
で
も

ー
l

p

、，J

Y

｜
て

C

よ
る
だ
け
て
之
く
、

E4明
に
よ
る
杭
服
て
も
あ
う
た
？
と
升
泊
さ
れ
た
r

こ
ぶ
し

Ir見
解
付
、
隆
史
家
ア
ι

ス｝

1

w

k

ク
ー
ラ
シ

ジ
h

な
ど
の
ロ
マ
ニ
ス
ト
に
よ
っ
て
強
々
に
i
張
3
れ、

ー
レ

i
シ
Z

一・
7

－
ブ
フ
ン
ス
（
り
ソ
ア
シ
文
学
教
－
立
の
し
ヴ
ス
ト
／
制
点
ワ
ン

山
仕
：
だ
の
以
花
は
そ
れ
ほ
と
嘆
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
は
恩
わ

「
弘
に
は
カ
工
作
ル
に
一
同
か
ハ
て
謀
る
一
一
P

は
で
き
な
い
し
、

れ
ム
な
い
と
直
也
べ
て
い
z人

一
世
に
も
は
り
れ
た
、

口
マ
の
勝
利
！
？
f

j
ア
に
と
っ

C
P斜
ぷ
で
あ
〉
た
と
い

J
F
J
u
q

レ
マ
ケ
ン

第
一
一
共
印
政
拐
に
的
ま
る
の
で
あ
る
J

工
凡
糸
ス
ト
・
｝
プ
ラ
イ
ス
ヰ
八
八
八
引
ー
に
川
M
L七
毒
物
の
な
か
で
、
千
五
、
ウ
γ

一
パ
キ
／
ゲ

卜
J
ケ
ス
の
彫
像
造
江
戸
仏
思
念
し
て
い
る
者
も
い
る
が
、

ガ
J
ア
人
の
」
ノ
プ
凡
キ
ン

γ
卜
J
ク
ス

日
前
川
こ
み
ホ

ノ
（

E
1
2
1
1
巴

ゲ
パ
マ

ン
人
ア
リ
ォ
ウ
ィ
ス
ト
ゥ
ス
乙
ド
イ
ツ
ヘ
ほ
ど
も
は
係
が
な
く
、
ウ
コ
ル
A

J

ゲ
｝
リ
ク
ス
の
敗
叱
以
段
、

方
リ
ア
は
口

i
マ
ー
へ
に
行
制

ヴ llア心：員：雄ζナンョ ！:C Tf1ノティテ寸

戦
さ
れ
、

ロ
！
？
ぜ
ひ
ら
一
青
葉
や
剣
伎
や
刊
訂
俗
ん
と
学
ん
U

、／｝斗一
U
1

て
い
た
U

ア
ク
シ
オ
ン
e

っ，一
F

J

セ
i
Jプ不小
η
笠
巾
ん
飢
え
v

ン
布
ッ
ク
e

パ

一
4
一

ウ
工
ル
ふ
〆
日
付
「
リ
フ
ス
か
勝
利
い
し
て
レ

r
な
ー
ん
、
一
ぞ
れ
は
ギ
ー
γ
弓
こ
と
て
あ
っ
ど
一
と
述
ヘ
、
て
し
る
c

〆
円
ノ
ノ
ル
J
も、

こ
の
よ
う
に
、

が
リ
ア
祢
話
、
日
J

と
l
ク
に
l

片
し
た
の
は
第
一
一
八
布
設
で
あ
る
。
子
れ
に
は
、
普
仏
兵
pp心
…
敗
北
が
八
き
く
九
戸
川
明
I
て

八八一

h

L

、
一
最
近
心
か
つ
て
な
い
不
幸
は
山
来
事
心
役
、
わ
が
わ
れ
は
、

が
リ
ァ
人
の
方
へ
と
ロ
ら
進
七
亡
民
心
ιγ
向

"' 
Y
A
h」
〔

ガ
リ
ア
人
は
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
と
っ
て
、

一
位
の
示
作
什
の
的
と
と
い
り
、
凶
「
民
的
川
名
舎
の
一
j
護
神
と
手
、
凡
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ

て
い

カ
ヱ
サ
ル
は
モ
ル
ト
ケ

2
比
較
さ
れ
、
ア
ケ
ン
？
の
戦
い
は
ス
ダ
／
一
り
敗
戦
と
同
一
祝
さ
れ
た

J
吋
蛍
な
」
う
ル
マ
ン
・

f
ツ
と
の
い
川
比
で

フ
ラ
／
ザ
へ
の
余
白
性
や
フ
弓
〆
ザ
へ
の
ア
イ
ヂ
シ
一
ア
f
一
フ
ィ
十
採
ぷ
寸
る
必
安
に
弘
、
口
れ
、
凶
口
ー
の
い
ト
一
際
JY
フ
ラ

ン
ク
以
前
の
時
代
ピ
求
め
る
ム
ド
け
つ
門
問
主
ぺ
た
の
で
あ
る
c

と
は
い
、
九
、

J

工
ル
キ
ン
ケ
ト
リ
ク
ス
や
刀
1
ノ
ア
伝
ニ
中
引
か
力
主
将
っ
と
の
は
初
等
技
ι
H
で
あ
り
、

一
フ
二
ン
一
！
同
を
毛
慌
「
る
」
斗
J

教
育

で
は
、

カ
エ
サ
ル
？
タ
キ
ト
ゥ
ス
h

フ
ル
タ
ー
ク
の
い
引
釈
が
従
業
の
引
い
℃
あ
ハ
リ
続
け
、
一
均
等
教
す
と
も
与
ノ
γ

人
の
徳
や
判
例
反
に
つ
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い
と
は
懐
疑
的
で
為
コ

一υ
成
）
川
む
占
什
れ
山
ん
の
攻
科
主
川
は
、

よ
い
恥
八
十
戸
代
に
紙
幅
が
費
や
さ
れ
、

γ
レ
む
中
寺
第
！
ハ
学
級

カ
プ
サ
ル
に
よ
る
ー
カ
り
f
任
版

心
的
削
1
4
l

て
ガ
リ
ア
が
登
場
す
る
戸
一
汁
℃
あ
い
り
、
「
刀
工
斗
I

ノ
ル
（
り
勝
目
」
主
戦
術
や
規
作
や
科

持
J

ι

求
め
て
い
た
勺

「
以
立
の
英
雄
」
と
か
「
日
以
凶
方
l
ノ
ア
と
い

う
た
熱
烈
な
没
凶
者
」

マ
ノ
工
ル
キ
ン
ケ
ト
ー
ノ
ク
ス
は

と
、
二
L
怖
か
れ
る
が
、
ヂ
の
彼
は
、
勝
つ
た
め
に
は
E

鴨
川
柔
ギ
断
会
連
々
に
恐
怖
を
I

J

え
て
従
わ
H
1
7
一
人
均
三
、
も
あ
コ
た
c

こ
の
仇

九

九

J
Z
ゐ
款
科
書
で
は
、

ツ
ニ
ル
キ
J

ゲ
ト
j
ク
ス
の
筏
現
手
も
お
い
憎
さ
れ
た
c

令
二
三
↑
日
ス
の
ブ
ヰ
ス
ト
で
は
、
ノ
エ
ル
キ
ン

ゲ
ト
ワ
ク
ス
は
、
反
道
省
を
中
き
ず
九
ま
ま
焼
さ
れ
ぷ
1
ν

、
長
切
り
」
古
川
J
U
H
を
そ
ぎ
し
孫
乙
し
、
ヨ
け
を
く
り
此
く
こ
こ

F

一
一
ム
、

J

I

J

L

～
品
川

ガ
J
ア
人
は
1

文
f
f
、川一
A

符
、
利
」
ナ
ャ
」
い
っ
た
文
明
の
牛
質
に
午
知
」
で
あ
打
、
「
？
？
人
ば
諸
民
扶
を
服
従
さ
せ
っ

つ
事
F
八
ば
忍
南
中
心
γ
ニ
ワ
え
f八
t

ζ

記
さ
れ
た
の

以
i
？
？
っ
ノ
に

rけ
リ
ア
に
刻
L
7
0
許
制
の
推
移
や
、
敦
一
行
税
収
に
、
す
ο
h
M
庁
、
の
！
か
没
九
七
、
ζ
司、に川由
J

た
i
で
、
第
一
共
和
政
期
け
初

生
刈
羽
目
ぼ
史
教
科
占
を
ム
古
叫
ん
で
み
よ
う
ι

ラ
ヴ
ィ
ス
と
ガ
リ
ア
心
手
、
旅

亙一一
L
t
h
h
取
り
一
あ
げ
る
の
は

エ
ル
ネ
ス
・
ラ
ヴ
ィ
ス
ハ
U

教
科
主
ハ
で
為
る
別
相
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、

ブ
ヴ
ノ
ス
は
教
訓
川
主
H
R

が）

凶
パ
（
り
教
師
」

γ
」
は
松
し
ー
に
彼
の
教
科
書
は
「
共
和
国
の
宿
泊
日
喜
と
ま
で
一
百
わ
れ
た
と
ま

仏
語
ム
も
と
し

ず
、
小
学
校
低
手
午
F

川
け
り

ガ

｝〆

Uコ
英
雄
の

描
9 
を

見
て唱

す＂ 1'X 

う~ vi:i 
し殺
プ

ノ
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ス
史

F
H
F
丸
川
版
、

の
「
フ
ニ
ル
キ
ン
ゲ
ト
リ
ク
ス
の

)L 

0 

方、
L

ノ
ヱ
ル
ニ
キ
に
止
ま
れ
た
可
エ
ル
ヰ
シ
ゲ
ト
J

ク
ス
目

号
以
で
同
県
厳
に
満
一
一
て
い
ス
が
ゆ
え
に
ガ
川
ノ
ア
人
の
」
領
に
な
っ
た

カ
γ

一
汁
サ
ル
に
雌
？

L
く
拡
υ仏
し
だ
が
、

ア
レ
ン
？
で
口
下
マ
ケ
自
？
に
包
M
M
さ
れ
て
旅
死
お
が
山
る
に
い
ん
庁
、
内
エ
ル
弘
、
〆
ゲ
ト
リ
ク
ス て
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は
、
口
八
士
だ
ち
を
紋
ぅ
zλ
め
に
、

い
持
主
主
J
い
絞
罵
に
作
一
っ
て
町
を
出
1
カ
コ
url

ル
に
除
決
し

干
の
足
ぃ
ー
に
武
山
耐
を
円
以
げ
出

し
山
崎
同
心
身
と
な
っ
た
P

し
ヴ
ム
バ
ナ
ル
は
、

カ
η
ア
人
（

Uι
慌
に
鋲
を
つ
け
て
つ

1
7
ま
で
迫
れ
と
行
き
、
人

4
問
獄
に
繋
い
だ
あ
げ
く
、

り
P
J
h
γ
1

勺
た
J

火
推
ん
乙
滅
ぼ
り
て
つ
と
し
て
山
班
点
行
為
に
泣
ん
だ
」
（
布
日
）
υ

こ
こ
で
は
、

つ
』
ル
与
／
ゲ
ト
り
ク
ス
（
り
持
ヰ
ボ
白
土

し
て
の
h

災い
1
K
L
Y開
設
で
総
判
的
？
九
柏
市
神
が
祢
ぇ
、
つ
れ
て
い
る
一

挿
絵

1
h
v
f
サ
ル
に
降
伏
し
ス
ヴ
ザ
ル
キ
ン
ゲ
ト
リ
ク
ス
」
は

肥
川
勺
て
脳

Jr組
ん
で
毅
然
と
、
ど
～
態
度
で
ηv
エ
サ
ル
レ
）
け
け
司
、
〆
て
レ
る
ゆ
司
を
殖
き
、

惨
め
な
制
喝
の
イ
メ
ン
す
か
ら
は
ほ
ど
涼
し
情

図
で
あ
る
υ

設
問
ピ
は
、
ウ
γ

一
ル
ト
／
ゲ
ト
リ
ク
ス
の
犠
牲
的
行
為
に
つ
い
て
〆
J
E
c
t
る
問
1
h
J
E
か
れ
ぺ

k
p
J
A

己
は
、
紀
ぶ

vmm刊
紀
以
降
の
ガ
j
？
の
風
や
日
早
鋭
、
ち
1
ノ
マ
人
の
宗
教
や
民
生
観
が
述
ペ
い
つ
れ
た

f

1

守
は
、
治
法
的

に
は
今
日
の
ブ
ラ
J

ス
土
片
山
い
が
、
本
時
で
ん
林
に

h
お
や
れ
、
狼
や
熊
や
野
パ
i
h
M
政
浪
し
て
い
に
U

森
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
と
村
け
い
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カ
リ
ア
へ
は
窓
も
な
い
粗
末
、
立
本
訟
の
家
に
性
心
で
い
た

ガ
ワ
ア
人
は

ド
ル
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
祭
斗
の
も
と
に
円
札
、
山
市
再
一

,, 
YJ や

主
沌
の
不
滅
吉
信
仰
す
る
暴
投
徒
で
↓
め
っ
た
じ
彼
ら
は
し
ば
し
ば
ppu、
台
レ
、
時
に
は
外
茂
吉
征
縦
し
行
こ
と
も
た
っ
た
し
が
克
一
一

九
（
ノ
年
p
い
は

U
l
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2
n
付
か
L
9
ご
口
ど

レ
ヤ
よ
め
つ
九
ん
η

し
か
［
口

l
γ
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都
し
し
な
れ
J

と
う
し
て
1

有
々
つ
な
口
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r
C
将
甫
ー
カ
エ
可
L

げは円
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h
u
前
l
ヘ
ー
で
c
r
h
m
v
問
に
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ガ
リ
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吉
征
伐
し
た
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が
凶
宏
指
刈
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に
パ
リ
っ
た

征
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に
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よ
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な
く
さ
れ
た
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f

ル
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ゲ
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リ
ク
ス
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っ
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の
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万
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ア
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マ
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汁
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し
て
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キ
1
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古
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p
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と
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が
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弟
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触
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；
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化
の
強
訓
は

へ
の
改
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何
日
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や
さ
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お
り
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党
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収
支
叙
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に
汁
す
る
批
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に
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て
い
る
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ス
タ
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科
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さ
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に
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あ
げ
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つ
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史
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＼
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C
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と

ラ
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級
、
丸
心
凶
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で
は

一
川
人
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時
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常
に
佐
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化
さ
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て
お
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ワ
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一
パ
キ
ン
ゲ
ト
り
ク
ス
も

J
さ
f
l
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斗
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h
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U

ミ
ヤ
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一
後
日
小
山
43く
戟
せ
ら
れ
た
だ
刊
で
あ
ハ
九
人

7
7
ン
ス
史
の
良
川
引
の
支
雌
と
い
う
守
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っ
け
に
、
脱
退
問
ア
イ
デ
シ
一
J

7

J

ィ
と
恒
支
的
F

イ
デ
シ
テ
ィ
ア
ィ

コ
げ
ら
れ
て
い
る
ぷ
を
宗
、
つ
こ
と
が
で
き
る
っ
そ
れ
で

J
A
台
、
ガ
ペ
ソ

γ
人
は
じ
本
聞
で
分
裂
1
ν

、
勇
治
だ
が
規
作
を
欠
い
て
お
り
、

打
、
マ
の
何
川
服
に
よ
っ
亡
疋
川
の
国
内
〕
出
を
受
け
た
戸
」
ζ

が
記
さ

れ
る
。
第
一
組
の
ま
と
め
で
は
「
年
目
」
が
強
調
さ
れ
だ
。

J

て
争
い
仔
っ
て
U

一
人
「
ガ
J
ア
ば
惇
同
と
は
な
い
〉

t
r
c
コ、

f

p
仁一

旧
叫
「
生
乙
は
す
べ
て
の
p

十
ど
も
た
ち
が
互
い
に
量
L
ら

rh
つ
は
「
の
尽
だ
か
う
」
三
ィ
J

チ
ッ
今
体
で
強
説
さ
れ
止

「℃戸
V

U
叶
u

日
N
ι

山）
U

ド

レ
フ
J

一
ス
事

f
の

に
、
統
一
L
V
一
重
飢
す
る
↓
7

ヴ
ィ
ス
に
／
三
て
、
問
弁
心
分
裂
や
針
争
は
桐
頁
に
U
刊
す
る
白
人
川
市
で
為
っ
た
。

巾
級
一
九

年
版
で
は

ウ
J

ル
主
ン
ゲ
1
h

リ
々
人
に
一
一
円
八
が
当
て
ら
れ
た
が
挿
絵
は
は
じ
司
）

汗
リ

γ
の
池
山
出
が
載
せ
ら
れ
、
～
7

む
フ
ラ
ン
ス
よ
行
広
か
J

に
ご
と
が
説
明
さ
れ
メ
ー

F

ラ
〆
人
〈
ハ
バ
時
間
り
お
連
続
什
す
い
え
る
と
同
時
に
、

領
域
に
も
日
配
り
さ
仕
る
情

火
に
な
こ
い
る
d

ラ
ヴ
J

ス
は
E
h
訟
で

し
ば
し
ば
下
い

一八
U
C
O主
的
の
げ
す
い
い
い
ソ
づ
人
た
ち
は
一

C
ひ
ほ
ど
心
部
族
L

別
れ
て

八
Y

パ
ラ
て
い

r
こ
と
を
述
べ
て

ゲ
り
ア
は
祖
国
で
は
た
い
」
と
一
九
八
、
山
町
収
l
L
同
じ
玉
木
と
吉
き
記
し
た
〔
刀
リ
ァ
人
は
勇
敢
て

あ
る
が
、
命
令
さ
れ
る
の
を
対
ま
ず

、
十
〕
ん
入
門
J

吉

一

什

L
7
1
d
f
j
f
 
負
け
戦
と
分
か
る
や

ナ
く
に
戦
以
を
畏
失
す
る
と
い

う
欠
点
、
puN
っ
と
い
た
わ

「日（

i
は、

勇
敢
で
あ
る
だ
け
で
は
小

i
分
で
あ
り
、

指
一
一
者
り
命
令
内
服
さ
ね
ば
h
む
ら
な
い

と
げ
は
釈
が

な
さ
れ
た
c

七
し
て

ワ
ニ
ル
キ
ノ
ゲ
ト
1
F

ク
ス
は
外
国
人
に
rH同
が
占
領
さ
れ
る
の
は
恥
ず
べ

ロ
ー
マ
宣
の
征
版
に
戸
刻
、
」
て
、

き
こ
と
だ
と
ガ
リ
ア
人
に
即
然
主
将
L

ぺ
」
こ
と
を
注
、
へ
る
仁
知
い
川
い
力
二
け
ル
に
ア
ソ
了
J

ア
で
攻
同
さ
れ
、

ノ
ニ
ル
キ
ン
ゲ
ト
リ
ク
ス

は
、
政
に
対
3

〆
て
白
U
H
を
守
つ
だ
が
ゆ
え
に
死
ん
だ
C

E

L

t
と
兵
上
の
需
品
絡
を
果
た
す
h

一と
E
一
行
ぎ
を
従
う
こ
と
は
ど
き
る
」

寸h
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ン
勺
へ
の
寸
べ
て
の
子
ど
も
す
7
ち
は
、

と
ど
め
愛
す
べ
き
て
ゐ
る
）
（
合
主
イ
タ
リ
ヴ
ク
」
と
述
べ

内
コ
ル
キ
ン
ゲ
ー
リ
ク
λ

ら
れ
た
弟
一
次
大
戦
で
強
ま
っ
た
司

J

ョ
J
リ
ズ
／
り
余
損
が
感
じ
取
ら
れ
る
文
字
で
為
る
f

ヨ
i
q
の
支
配
に
つ
い
て
は
、
引
同

人
に
川
服
従
ず
る
乙
と
ど
最
λ
一
り
小
圭
丁
」
と
し
つ
つ
も
、

口
i
マ
人
か
ら
建
築
、
数
h
J
、
ラ
一
フ
ン
J
d

ペ
キ
り
ス
ト
孜
芯
ど
多
〈
の
こ
し
、

こ
と
が
記
さ
れ
た
－
、
の
単
ー
元
心
士
と
め
で
は
、
ー
凶
民
の
本
山
訟
は
ガ
リ
ア
人
の
1
主
で
あ
る
仁
ザ
リ
F

人
は
わ
が
犯
人
入
て

あ
る
」
え
断
一
亡
さ
れ
た
へ
七
七
日
e

恥
戸
山
台

ラ
ヴ
ィ
ス
ト
級
＼
八
九
J

ど
で
ー
さ

不
関
心
ガ
リ
ア
乙
口
、
！
マ
の
文
明
こ
い
う
枠
組
み
で
、
仰
い
本
文

r
物
拾
が
医
か
れ
た
J

山刈

敢
な
ウ
エ
ル
キ
ノ
ゲ
ト
々
一
人
〆
」
ボ
寛
容
な
万
三
汁
凡
乙
い
う
憐
凶
の
ー
も
と
に
、

－
／
レ
シ
？
の
戦
い
が
叙
述
さ
れ
た
が
挿
絵
ば
仕
い
υ

ず
リ
ア
人
法
市
川
政
で
あ
っ

f

；
3
）
、

1
中
イ
l
t

カ
L

止
庁
ル
に
敗
れ
た
。
そ
の
と
き
μ
十
れ
き
指
導
者
戸
ノ
L

ル
キ
ン
ゲ

1
リ
ク
ス
が
ガ
リ
ア
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軍
を
純
子
し
、
一
わ
が
一
川
を
す
る
み
J

め
に
勇
猛
果
ほ
に
一
%
っ
た
。
そ
れ
み
え
フ
フ
ン
え
の
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こ
も
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ら
は
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似－
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目
、
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山
川
ー
を
魂
ぺ
「
に
心
、

と
↑
ノ
ヴ
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〈
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↓
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そ
の
他
二
聞
で
あ
る
、
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一
の
よ
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ヴ
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ス
の
設
利
害
は
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和
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の
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利
害
ハ
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川
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た
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を
れ
で
は
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プ
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ノ
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の
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を
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書
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L
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キ
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ス
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一
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仇
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敦
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－
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。
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史
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史
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史
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↑
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と
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司
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〆
の
位
同
作
7

一んな
J

が
そ
の
例
で
あ
ノ
ベ
ぞ
れ
ど
は
、
こ
れ
ら
の
教
科
書
を
謀
特
別
・
凸
版
年
附
に
読
ん
ず
人
よ
三
J

ン
サ
、
ル
の

一
一
－
ノ
ヴ
／
ス
小
児
＼

吋ノ＋
4

1

4

ノγ
）・
M
ノパノー一

ま
ず
一
へ
〕
心
年
代
に
U
収
さ
れ
た
教
科
書
を
検
討
L
ょ
う
。
（
レ
了
、
ン
河
ノ
ー
は
、
的
ヶ
民
ず
リ
ア
の
日
制
「
誌
や
カ
リ
ア
人
立
を
初
、
「
一
川

仰
な
ど
に
川
取
れ
た
後
で
、
内
J

ル
キ
〆
H
ノ
i
ワ
ク
ス
と
ア
し
ン
ア

失
雄
官
日
に
は
し
て
い
な
い
。

ρ
に
二
れ
か
よ
コ
て
に
が
、

y
L
レ

r

j

 

よ
〆
ゲ

r
リ
フ
マ
、
の
勇
敢
さ
古
記
し
、
疑
問
慌
の
経
緯
が
活
写
さ
れ
ん
ペ
ヘ
挿
絵
は
な
い
一

ラ
ヴ
J

ス
衣
と
大
言
く
訴
は
る
の
は
、

わf

ル
が
ガ
リ
ア
〔
V

指
存
者
を
引
き
波
す
よ
う
に
求
め
、
山
間
高
抗

U1派
（
り
内
コ
ル
乞

J

ウ
ぃ
リ
ク
ス
が
白
い
い
桜
性
的
行
為
で
出
席
ん
P
L
K占
J
J

テ、
1
乙
い
、
）
占
、
ご
？
の
ゐ

ガ
リ
ア
は
持
者
ー
か
ら
文
明
や
受
付
取
っ
z
r
J

と
い
う
内
一
目
フ
ヴ
ィ
ス
と
民
じ
い
た

点
庄
ど
失
い
は
L
t
H炉、

マ
ジ
お
ン
グ
レ
f
ワ
！
ル
本
付
、

日
以
初
心
ア
r
ク
口
ヴ
ィ
ぇ
一
ー
か
ら
一
第
一
パ
ー
が
め
ま
り
、
ド
刀
リ
ア
の
時
代
は
じ
J

山甲

で
伝
単
に
は
附
わ
れ
L
L
J

し
か
も
地
斗
店
主
手
く
が
刻
一
目
れ
、
ガ
り

γ
は
口
j
i
l
l
i

マ
文
明
の
均
討
に
I

J

ペ
ヒ
こ
し
久
子
諒
つ
れ
た
と
「
ガ
り
ア
h
u

合

WV
出
向
者
者

フ
工
ル
キ
ン
ゲ
ト
ト
ノ
ク
ス
に
つ
い
と
は
、

の
白
防
を
J
る
I
h
j

め内

い
い
者
に
は

す
へ
雄
的
行
為
よ
」
〕
川
北
川
4

に

手
中
自
の
切
断
な
〉
～
の
什
れ
ち
が
い
配
え
ら
れ
に
こ
と
も
述
べ
つ
れ
？
に
（
℃
己
］
）
戸
川
押
絵
も
な
く
、
r
1
V
1
J
r

、1ノi
r
t
J
F
T
1
2

ノ仙人、
1
a
p
J

へ土、一ノ

j
r

｝

O
H
f
3
4
1
d
f
K
4
7
v
d
 

；立

八
七
日

4
代
の
出
版
に
か
、
っ
さ
あ
ろ
う
か
し

苦
名
必
副
読
本
人
の
了
ど
も
の
プ
ラ
ノ
ス

は、

h
u

れ
コ
が
担
冗
ガ
J
ア
人

y

一
明
子
二

「
わ
子
担
問
均
J
ア
で
そ
の
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時
代
に
起
与
で
た
誌
は
感
引
則
的
だ

ウ
L

ル
キ
シ
ゲ
ト
リ
ケ
ヌ
の
邸
内
い
を
物
語
る
ー

力
工
ヤ
ノ
ル

内
L
Y
キ
1

J

ん
ソ
ト
リ
ク
ス
ユ
ル
」

と
じ
て

と
曲
目
放
に
戦
い
れ
凶
か
、
口
口
！
！
？
軍
ピ
迫
い
出
ぷ
う
と
決
去
し
に
人
物
と
し
て
描
く
fu
で
他
心
紋
科
書
1
／
交
わ
り
が
た
い
が
、

f

レ～
J

ア
の
包
囲
戦
勺
説
明
の
LG
、
川
ム
ー
＼
昔
仏
戦
争
時
同
パ

日
イ
セ
ン
…
ぃ

j
r白
州
予
れ
、

人（
U
fど
も
の
故
郷
口

ν
i
ヌ
の
町
が
但

山
川
さ
れ
』
ぺ
こ
と
い
触
れ
て
、
過
？
ぶ
と
現
白
4

ノ
〆
一
ハ
引
法
ト
リ
る
こ
と
で
対
お
復
讐
心
JT維
持

γ
士
ノ
と
し

ケ乙日日正司、「
W
J

」ザh
M
ご

ー
た
、
刀
工
サ
ル
が
ニ
J
L
A
キ
ン
ゲ
ト
）
ク
ス

挿
人
払
い
U
J
山
ミ
ノ
て
の
立
没
が
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
い
υ
一記さ、れ
ιに

て
い
る

，~ 

品

次
に
初
級
教
科
寸
ぃ
一
を
覗
い
て
み
も
で
つ
υ

セ
二
三
ッ
ト
は
、
物
誌
の
な
か
℃
「
吟
敢
な
約
上
」
」
ノ
ゴ
ル
干
ン
ゲ
ト
J
ク
ス
に
一
叫
成
司
〆
た

ア
レ
シ
ア
こ
い
号
地
名
川
H

山
川
ザ
｛
、
い
な
い
右
、

ロ

J

軍
に
包
出
さ
れ
て
食
粧
が
践
を
つ
き
、
餓
死
者
z
古
川
出
す
の
を
避
け
る
た
け
配
仏
市
川
山

ヴ llア心：員：雄ζナンョ ！:C Tf1ノティテ寸

で
力
一
ー
ム
サ
ル
に
降
伏
L
殺
さ
孔

pγ
｝
与
が
「
記
さ
れ
た
。
吋
世
F

，
ド
川
は
一
枚
あ
り
、

枚
は
一
、

l
i
の
斗
段
、
他
心
枚
は
カ
J

サ
ル
の
も
ら

に
駆
け
つ
け
た
罵
の
ウ
J

ル
主
〆
ゲ
ー
リ
ク
人
で
↓
れ
わ
、
税
者
と
敗
者
で
は
な
ぐ
て
対
斗
J

さ山
tJGι
唯一川崎
J

で
あ
る

円

Y

H
い）
C

」4
3

J

と
J
ノ
チ
の
刊
情
川
級
一
に
は

本
ら
人
で
い
刀
リ
ア
人
が
h

い
に
争
い
あ
い
、
敗
れ
た
都
政
が
U
l
r、
山
中
に
品
川
援
や
ぷ

め
た
こ
と
が
忍
ず
述
べ
ら
に
れ
た

ウ
L

ル
キ
シ
ゲ
ト
リ
ケ
ヌ
は
方
敢
に
戦
コ
た
か

戦
争
校
術
で
b
口
jl
マ
軍
が
勝
っ
て
い

コバ
f
l
）
 

た
こ
と
も
触
れ
ら
れ
た
わ
一
読
み
物

ア
レ
シ
ア
の
戦
い
に
つ
い
て
も
、
出
に
日
ゆ
い
内
コ
ル
干
ソ
J

ゲ
k

リ
ク
ス
と
字
情
な

ば
あ
り
、

力
1

4

ル
の
仕
打
ち
LP
対
照
的
に
排
か
れ
る
日
、
抑
制
一
り
き
い
た
丈
寧
で
絞
ら
れ
h

L

挿
絵
は

カ
乙
ナ
ル
（
り
げ
U

と
へ
降
伏

し
に
行
っ
た
ワ
ェ
ル
キ
／
ウ
ト
り
ケ
フ
ハ
の
到
若
場
匝
と
ア
ハ
7
ン
ア
の
戦
い
の
戦
閥
、
ン
i
／
げ
か
抽
か
れ
た
v

と
く
内
訟
で
り
挿
絵
て
は
、

馬
に
ま
た
が
り
竿
々
し
f

〕
た
体
維
の
ヴ
ザ
ル
キ
ン
ゲ
ト
j
ク
ス
が
ηv
工
斗
ル
と
机
み
合
っ
て
い
る
場
面
市
’
摘
す
午
、
れ
に

一
七
七
じ
ヘ
）
U

ゴ
ム
工
と
デ
ン
ヤ
／
の
初
品
川
町
見
て
み
」
う
し
フ
ノ
イ
ス
の
術
悩
殺
よ
一
り
戦
い
が
詳
し
い
f

刀け
Jγ

人
が
好
戦
的
な
氏
技
で
あ
っ

た
こ
と
一
を
い
苅
抗
州
市
－
4

人
上
で
、

ウ
v

ル
キ
〆
M
f

ト
ケ
ス
に
一

ク
レ
ル
モ
ン
パ
プ
エ
ラ
ン
「
品
川
わ
ラ
ル
ゴ
ウ
ィ

γ
に
守
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ま
に
れ
す
に
ウ
ヱ
ル
L
「
1

ン
ケ
ト
リ
ム
ヴ

λ

～
L

問、

相
凶
の
独
ー
リ
む
た
め
に
カ
エ
ザ
ル
と
丸
山
砧
的
に
校
コ
テ
、
J

し
か
し
、

ザ
ノ
ア
虫
丸
、

Z
ハ〕夕、
fr人
A

九時

ノ

j
k
ゃ不
γ

／
て

1
4
f

も
め
吉
し
て
問
料
h
q
L

欠
い
て
い
た
の
で
散
れ
I
h
j
J

ハ
ハ
一
心
索
は
伺
衿
だ
L

と
正
釈
さ
れ
に

ブ

7

ル
キ
シ
ゲ
ト
リ
ク
ス
の
一
昨
び
V
けト

応
え
亡
、
八
十
一
一
り
ア
丙
ー
が
ロ

i
マ
ギ
戸
と
内
戦
い
、
う
ル
f
ウ
ィ
ア
マ
、
じ
勝
利
し
た
か

γ
レ
シ
ア
で
日
ili－－

γ
ι
t
h
’d
附
さ
れ
て
敗
れ
勺
U

γよノ

ル
干
ン
ゲ
ト
リ
ク
え
は

ー
い
な
け
ノ
ア
の
り
品
、
雄
均
一
ル
キ
ン
ゲ

ロ
ー
マ
で
の
口
牛
に
お
；
川
虜
肉
牛
山
一
の
筏
い
与
す
剥
ね
ら
れ
た

ト
リ
ケ
ス
」
と
い
う
J
W
2
4
紛
が
、

フ
ヴ
ィ
え
の
初
ぷ
と
同
税
、

日
〕
犠
牲
的

ア
戸
ン
ア
の
戦
い
に
お
け
る
男
敢
な
凡
人
推
の
妥
を
描
く
一

な
行
為
が
徒
労
に
終
ね
り

？
？
と
殺
守
い
さ
れ
た
こ
子
町
述
べ
亡
、
U

古
討
す
九
%
は
「
わ
が
い
人
卜
初
の
柴
原
は
非
議
の
必
ヰ
ζ

げ

何
人
広
ム
l
品
、

j
j
l
 
ミ
レ
、
の
d
抽
出

ζ

り
か
ら
降
り
し
腕
組
み
を
L
、
刀
工
サ
凡
仁
川
き
ハ
い
ろ
ノ
威
厳
に
清
ら
ナ
人
Z
F

エ
ル
ト
／
ゲ
ト
1
ノ

ク
ス

て
い
る
。
設
問
立
は

な
ぜ
敗
れ
た
ウ
J

ル
エ
ン
ウ
ト
リ
ク
ス
は
兆
一
げ
隠
し
札
L
G
ど
」
カ
エ
サ
ル
に
降
伏
L
た
の
か

勝
者
と
敗
者
に
つ
い
て
ど
う
尽
う
か

な
ぎ
科
は
山
2

工
ル
キ
ン
ゲ

i
り
ケ
ス
が
好
き
な
の
か

な
ぜ
召
は
カ
エ
サ
ル

ihfdま
白
い
け
会

は
ど
が
尋
ね
ら
い
な
」
（
「
》
七
ド
A
U
V
J
C

山
一
コ
ゆ
ル
キ
〆
ゲ
ト
リ
ク
ス
の
尚
一
能
的
優
牧
さ
正
解
詳
十
一
段
待
1
て
お
り
、
安
恒
常J
な
い
旭
川
ぽ
」
同
議

に
ふ
さ
わ
し
レ
印
民
間
円
で
あ
る
η

ιr川
、
に
中
絞
り
教
訓
立
闘
で
あ
る

ム
ノ
ド

J
fド
故
山

H
’
vLLI主
I
K
7
u
t
i

－
4
t
2
7示、

3

［

，

ね

仇

（

b
n
u
f弟
子

t
b
一u
L
L
力
宇
中
u
t
J
L

弗
取
が
｝
パ
刊
J

ガ
リ
ア
’
へ
は
ロ

1

マ
人
よ
り
刈
学
的

r劣
り
、
命
令
や
胤
律
ほ
し
に
戦
い
、
一
向
い
に
附
妬
し
為
う
ず
に
部
族
の
部
地
の
い
時
街
し
か
与
え
な
か
？
に
と
い
沿
っ
欠

出
が
ま
ず
拒
抗
さ
れ
た
す

そ
れ
ゆ
ヒ
「
れ
凹
ガ
り
ア
は
い
ま
だ
力
也
壮
ず
、
「
れ
問
の
戚
l

約
」
が
党
出
し
ヒ
と
き
は
す
で
に
浮
か
っ

ソ
ー
ソ
ル
、
、

凶
「
え
は
、
凶
私
な
く
し
て
独
立
を
議
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
科
学
と
規
律
に

、
、
、
、

「壮一日
J

戦
？
の
共
投
」
の
リ
γ

一
ル
キ
〆
け
ノ
ト
j
ク
ス
は
、
献
身
ζ

愛
同

ず九
r

海
出
で
ア

ν
ン
7
J

の
戦
い
が
詳
述
さ
れ
、

よ
コ
て
の
み
戦
？
に
M
W
つ

,L、、
cコ
T芋
丈
J弘

侠
判？
？ぞみ
c 

」！

とが
，，，官で
めか
／乙
く l

っと
れた、
た刊柄、
」

才工
｛
℃
七
一
吋
）
r

プ
プ
ン
ン

均
1
F
ア
心
地
法
や
ガ

F

人
の
叩
対
抗
川
忠
世
征
に
触
れ
た
伶
J

＼

頁
を
フ
エ
ル
キ
ン
ゲ
ト
1
h
ヴ
ス
に
割
い
た
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シ多

刀、
ν ノ

「
ヮ
リ
ア
心
前
九
説
的
日
指
辺
者
ウ
L

ル
キ
ン
ゲ

N
U
ケ
ス
は

し山い川市
i
y
A
3
Q
H
Nん
4つh
つ

汀
リ
マ
ノ
心
独
立
宮
山
144
つ
う
2
し
た

勇
敢
h
b
ガ
り
ア
人
は
ほ
作
に
欠
け
、
指
導
喜
に
従
わ
ず
、
反
日
し
町
一
い
、

i
い
に
何
み
あ
っ
九
一
一
」
？
と
も
同
摘
さ
れ
止
ー
ア

γン
ア
の

包
囲
」
が
物
J4rJ
一
読
み
物
（
り
一
同
方
で
取
り
あ
げ
口
れ
て
い
る
プ
ラ
ン
ン
プ
心
淡
々
と
、
L
i
r
－拙
h
つ
な
倫
つ
ふ
の
が
、
ギ
／

i
の
伏
凶
戦

の
日
山
田
で
あ
一
ゐ

吋
ラ
ン
ン
ニ
は
、

民
日
乙
～
一
心
乙
た
ノ
夕
、
J

ス
市
’
万
リ
ア
の
J
説
者
の
立
後
JT建
立
し
た
」

ιと
に
も
触
れ
、

、、、
l
J
V
l
l

の
川
り
止
中
公
れ
な
指
哉
、
d

た
c

ア
レ
シ
ア
の
敗
北
以
後
、

ガ
リ
ア
は
ロ
マ
人
に
よ
コ
て
賢
明
に
統
ム
υさ
れ
た
」
、
「
ガ
リ
ア
は
ぷ
J

を
f

パつ

た
代
y

わ
り
に
！
一
明
を
受
け
ノ
」
っ
た
」

ζ

い
う
の
か
著
者
の
訂
伍
で
あ
る

い円山一戸

－JJ
J

T

一
三
ア
シ
ャ
ン
の
ア
絞
は
こ
弓
だ
ろ
う
わ
」
泊
均
的
に
は
剥
自
の
ブ
ヴ
ン
ス
よ
り
広
ト
人
で
あ
っ
た
弔
問
幻
f

1

7

は、

ロ
3

マ

人
に
よ

J
E
文
明
化
L
た
こ
乙
が
出
べ
ら
れ
一
～
υ

中
J

枕
も
わ
れ
ら
小
祖
先

rリ
γ

人」

r
A
浪
士
民
政
で
あ
っ
ト
、
」
ζ

に
依
れ
と

ヴ llア心：員：雄ζナンョ ！:C Tf1ノティテ寸

の一
f

マ
に
約
一
買
を
あ
ζ

亡
述
べ
4
0
n

上
下
丈
の
な
か
で
、

子宮引い川的
k
p門
領
ウ
J

ル
点
ン
ゲ
ト
リ
ク
ス
（
り
ょ
に
呼
山
L
て
ガ
ワ
ア
人

が、

r
レ
シ
ア
心
部
門
レ
で
一
敗
、
れ
、

ぽ
斉
峰
起
し
た

ウ
J

ル
L
t
ヤ
〆
ゲ
リ
ク
人
は
殺
半
口
さ
れ
た
、
」
と
が
記
さ
れ
ム
人
。
一
読
み
物

は
、
ヮ
エ
サ
ル
よ
り
も
一
位
i

大
な
ウ
J

ル
ル
ン
う
い
リ
々
ス
一

L
つ
い
と

月
初
の
ム
叩
を
山
寸
る
た
め
に
口
ら
犠
牲
と
な
れ

担

U5一山

UM
大
江
祖
先
一

L

つ
い
こ
認
。
の
で
あ
る

九
又
己
一
，
？
～
ふ
山

一一u
uリ

ifi
荒
川
仰
の
役
割
や
リ
！
？
丸
山
、
り
帰
結
に
つ

独
！
？
ピ
パ
J
7？
に
め
に
邸
内
っ
た
）

い
こ
考
え
さ
せ
）
匂
間
い
が
聞
か
わ
し
た
折
絵
は
、

初
級
1r
」
同
？
椋
の
対
一
出
凶
が
収
め
ハ
一
れ
て
い
る

－ 
w 

' 

や

〆

t
j
I
L
－
－
是
主
、

イ

白

こ

l

ノ
一
手
l

j

v

わ日
lυ
刻
。
り
ア
」
り
取
は
け
て
淡
々
と
叙
述
し
た
に
す
ぎ
ず
、
挿
絵
も
な
い
っ
「
分
裂
し
て
い
ー
に
や
F
ゅ
、
え
に

弱
付
で
放
れ
た
ん
刀
り
ア
が
、
回
絞
り
必
安
牲
を
国
際
一
し
に
の
は
淫
か
J

亡

し

ワ

7

ル
キ
／
ゲ
ト
り
ク
ス
は
ア
レ
ン
ア
の
昨
日
子
に
同
ν

h

め
ら
れ
、
死
に
も
の
紅
い
の
ほ
抗
の
内
問
、
降
伏
せ
ざ
る
町
え
な
か
っ
l

心」
c

「
ヮ
ェ
ル
キ
、
〆
ケ
ト
ワ
ク
ス
の
努
力

t
突
放
的
k
f
v
ン

ア
の
山
川
丸
戦
に
も
か
か
わ
、
り
「
、

刀
リ
ア
は
八
年
で
利
服
J
C

れ
L

ぺ
」
℃
℃
忍
マ
山
中
）
三
イ
ラ
ン
シ
了

百
上
汲
問
リ
す
と
は
、
カ
一
サ
ル

か
、
抗
与
L
合
っ
て
い
る
が
J
ア
間
的
広
を
作
細
川
予
犠
L
て
征
州
W

I

J

て
い
っ
た
僚
か
γ
述
べ
、

ガ
J
ア
の
独
げ
町
山
γ
吋
と
愛
国
レ
に
山
必
ず で
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る
外
国
へ
む
川
口
中
L

か
ら
J
山
口
止
し
た
ウ
L

ル
キ
ン
ゲ
下
リ
ク
ス
の
じ
い
「
江
古

る
が
、

一
川
、
科
人
し
こ
い
だ
っ
ル
い
容
的
に
は
ラ
ヴ

r
ス
と
長
ば
っ
て
い

戦
争
中
は
也
…
怒
＃
な
刀
γ

斗I
ノ
ル
が
戦
勝
後
日
目
寛
T

人
に
な
う
た
こ
と
が
記
主
れ
た
っ
同
押
絵
ば
ミ

ν
！
の
立
山
内
で
あ
る

｛
七
七
］
｛
］
｛
（
）

以
内
ノ
依
に
カ
ト
リ
ソ
ケ
系
の
款
rP47
乞
p
b
ん
て
み
よ
う

四
川
と
も
い
挿
絵
は
な
く

L
J
小
？
を
除
い
て
ガ
川
ノ
ア
の
扱
い
は
祝
吐
い
三
キ

リ
ス
ト
教
修
店
？
の
ん
守
支
は
、

の
項
で
説
明
、
J
人
v

「
ノ
一
ー
ル
九
了
、
〆
ケ
ト
汁
ク
ス
の
出

r
u乙
て
会
ガ
リ

刀
工
サ
ル
の
万
汁
ノ
マ
J

杭
服
」

ア
は
lyu
起

L
、
］
以
初
は
や
コ
サ
ル
軍
を
撃
破
L
Pん
が
マ
コ
シ
の
泣
く
で
敗
七
Jγ

似
し
ん
に
ロ
そ
し
亡
ア
レ
ン
γ

で
包
川
出
き
れ
、
出

p
で九一

を
助
け
る
た
め
に
、

h

L

ル
ト
ン
ゲ
ト
J
ク
ス
ば
単
身
カ
エ
サ
ル
の
も
と
に
赴
い
て
凶
ゃ
れ
の
身
と
仕
っ
ナ
1
0
L
か
L
カ
ニ
付
ル
は
、

ウ
ー
ル
斗
ン
ゲ
ト
リ
ク
ス
を
鎖
に
つ
注
い
で
ロ

J

ま

戦
利
点
と
し
て
列
削
し
工
島
げ
〈

詳
情
的
注
文

一μ
Jは
な
ノ
＼
火
山
々
」

L
ん
～
記
述
や
よ
あ
h
、
ク
ロ
ヴ
ィ
ス
ヘ
J

次
予
や
円
、
示
日
L

ピ
ソ
i
ド
が
詳
述
犬
、
れ
丈

η
と
対
照
的
で
あ
る

コ
］
き

c
R工
市
川
伝
の
よ
有
一
ぱ
ア

J
H
l
ル
の
上
下
は
、

カ
L

庁
ル
と
の
一
人
庁
前

ウ
J

ル
よ
ン
ゲ
ト
リ
々
ス
に
は
触
れ
る
こ
と
J
7
3

＼

む
激
し
い
ふ
問
抗

ザ
1
ノ
ア
主
寸

1
1

マ
l
d↑叶
J
一t
lふ

つ

う

〉

】

】

｛

t
l

－

L
z
h
q
J
l
L
i
i
7

と
元
し
に
乃
一
み
て
ゐ
る

σ3 
） 

一
ア
キ
？
人
ヘ
の
半
分
Jι
い
ム
ハ
ノ
ハ
ノ
買
を
い
が
げ
冗
＼
内
心
壬
史
に
費
や
し
て
い
る
ダ
リ
ョ
ヴ
ァ
シ
の
戸
界
史
は
、

内
リ
ユ
ル
キ
ン
一
ケ
λ

いいいソクスは

も
y
b
k

工
円
刀
7

U

F
ノ
ル
の
が
リ
ァ
達
引
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い

（ョ：

一刀
γ

サ
ル
に
よ
る
刀

／
七
七
日
｛
）
叶

vhC却
）

り
ア
征
服
」
心
肢
は
で
ワ
J

ル
キ
ン
ゲ
ト
り
ク
ス
や
ゲ
ル
ゴ
ウ
ィ
ア
と
ア

ν
ン
f
の
戦
い
を
諮
注
し
二
。

ワ
吋
ル
キ
ン
う
ト
り
ク
ァ
、
は
、

刊
日
立
へ
り
安
と
列
凶
へ
の
－
憎
し
み
と
い
う
日
ハ
山
崎
（
UnU結
り
は
伊
で
ガ
リ
ア
人
」
利
私
立
訴
え
え
が

ワ
工
＋
ノ
L
V
Jザ人工こわ一

二
司
、
ノ
ー
ヨ
j
j

ガ
エ
斗
ノ
ル

と
の
日
付
v
凶
の
旧
制
一
週
で
は

の
つ

ι

ル
キ
シ
ゲ
ト
リ
ク
ス
と
湾
古
川
神
ニ
同
を
ハ
守
び
せ
る
万
五
ル
U
J
汁
照
的
に
捕
か
れ
た
し

γよノ

ル
キ
ノ
ゲ
ト
リ
ケ
ス

に
触
れ
た
伎
で
、
出
店
ヌ
吹
ぶ
れ
み
不
幸
白
人
主
政
ス
ノ
セ
士
ノ
山
い
と
い
っ
使
徒
ベ
フ
一
U

と
什
ツ

μ
の
教
え

は
、
ま
だ
m
R
E
bれ
て
い
な
か
っ
た
ζ

泊
べ
た
と
マ
つ
に
カ
ト
1

F

ク
色
を
定
う
こ
y
し
が
さ
き
る
」
み
れ
で
北
口

v
r
は、

ガ
ー
ァ

－ 
"' 
( 1：，）（六法、アl仁D(:j' フ只フ19つG:::OOc. 11 



人
L

独
山
と
引
き
存
え
に
九
人
明
れ
い
り
出
E

志
を
も
す
ヲ
パ
ら
し
す
れ
I
）

と
結
論
さ
れ
た

。H
C）
勺

J

ボ
！
の
叙
述
し
は
、
同
制
国
崇
副
主
文
明
化

を
ニ
心
叫
〈
山
川
て
釘
ハ
相
派
の
教
科
吾
川
2
ほ
と
ん
ど
4

土
庁
が
な
い
）

王L

英
F

知、こ

Y7ン
ョ
斗
ノ
ル
・
ア
ノ
！
デ
、
三
ツ
ノ
一
ア
J

国
民
的
た
υ凡
人
山
地
は
な
に
も
勝
耳
に
阪
ら
ん
＆
い

ン
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
に
典
型
的
作
品
、
さ
に
、
敗
者
や
山
川
救
8

オ
ー
も
支
蜂
に
な
り
う
る
ぷ
＼

以
に
の
前
に
勝
利
が
あ
れ
ば
創
的
対
呆
は
さ
つ
に
刈
ま
る
。
そ
つ
し
た
敗
必
は
、

勝
利
、
亡
り
も
「
畑
山
像
の
共
同
体
を
構
条
1
J
h
J
y
い

か
ら
で
あ
る
υ

本
析
で
取
り
あ
日
刊
に
ウ
エ
ル
ミ
ン
ラ
ト
J
ク
ス
も
、
そ
の
で
？
な
英
砕
で
あ
り
、

ゲ
凡
ゴ
ウ
fγ

の
戦
い
に
勝
利
3

〆た

被
は
、
ア
レ
、
J

ア
で
敗
北
）
、
士
一
斗
叶
ル
に
J
っ
マ
、
殺
雫
円
、
？
れ
殉
教
者
／
）
な
ノ
た
u

敗
者
で
は
占
め
れ
、
侵
略
者
ピ
刈
し
て
ぷ
抗
L
、畑叶

ヴ llア心：員：雄ζナンョ ！:C Tf1ノティテ寸

甲
山
に
舟
じ
～
江
川
一
以
J

紙

心
象
徴
、
有
潔
で
栄
首
に
包
ま
れ
U
J

人
物
」

Y
つ
ウ
ェ
ル
キ
ン
ゲ

i
リ
ケ
ス
像
小
、
教
科
井
な
と
や
法
し
に
ぱ

し
か
も
一
村
独
復
世
間
一
が
政
治
北
山
？
に
お
っ

r前
欧
州
昨
一
共
布
政
に
お
い
て
は

め
ら
、
れ
う
に
U

ロ
ー
マ
市
と
戦
う
ガ
リ
ア
人
は
ト
ノ
ソ

日
当
と
か
ご
つ
フ
ラ
、
ノ
ス
と
日
刊
さ
ー
れ
、

テ
ン
弓
ナ
ル
・

7
／
J

平
ノ
一
フ
ィ
一
ブ
r
の枝川仇札

て
ら
れ
た
の
で
あ
る
c

ヮ
リ
ア
心
五
慌
は
町
一
義
的
C
お
二
た
F

第
共
和
一
以
期
の
い
L

史
教
科
井
の
あ
ノ
く
は
、

ソ
フ
ン
ス
史
の
始
M
m
J
r
f
リ
ず
に

〆一
P
J
J

、ムマ」、

J
I－
－
ぜ

i
F

ぶ
め
、

ウ
ヱ
ル
L
t

ン
ゲ
入
リ
ク
J

、
古
、
独

υ一
の
ポ
護
者
、
伺
国
の
化
身
、

フ
ラ
ン
ス
の
創
始
蒋
と
し
て
位
く
が
、
位
カ
で
ガ
リ
ア
は
恥

闘
の
地
で
あ
り
、

敗
北
が
幸
福
な
が
＋
十
ピ
も
た
り
し
た
と
が
治
さ
れ
た
｝

こ
そ
し

1
王
様
は
、
人
24、
五
義
教
育
（
U

方
城
で
お
る

4μ
：
教

、1η
、Lーホ

n
t
Z
）
ζ
虫
い
Y
〉

一

r
qい

l
J
Z
j

7
、
j
iヲ

j
l
t
－

J
j
j
j
t
j

ガ
リ
ア
は
作
一
日
の
r
止
化
な
円
い
っ
て
い
介
と
王
張
す
る
命
者
た
ち
が

一
八
八
二
叫
に
、
中

の
1
5救
綬
z人
弘
は

の
民
族
伝
川
り
の
政
寝
具
」
た
る
「
カ
ニ
汁
ル
を
祢
同
折
、
長
平
大
す
る
こ
t
I
P
P
七
お
v

て
L
る
L

、
j

〈

た
の
で
あ
る
じ
修

4
会
系
の
教
活
ι

主
い
い
も
、

一
L
1
吋
ル
の
伐
υ
空
O

L
川
町
、
れ
、
「
し
れ
が
父
丸
山
い
も
闘
分
子
一
色
の
丈
川
左
折
っ
て
い
り
ん
」

の
に
、
｛
淀
川
町
1rど
の
交
法
が
土
め
ら
れ
た
の
だ
と
記

F
も
の
も
ふ
め
っ

こ
う
し
た
ガ
ソ
ア
e

ト
シ
ョ
」
J
J
ズ
ー
は
、
形
を
従
え
つ
つ
本
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今
！
日
主
立
絞
き
、

ウ
ユ
ル
L
J
I

〆
ゲ
ヘ
リ
ク
ス
の
英
雄
視
と
、

ガ
リ
ア
に
一
ァ
フ
ン
ス
心
ア
イ
一
フ
ン
一
一
ノ
ノ
一
）
ノ
／

日
ゲ
求
め
る
ι

一
て
張
合
の
し
ど

押
し
す
る
い
」
と

と
也
？
の
れ
、
弟
一
共
和
政
則
一
り
陪
史
教
育
の
効
果
J
V一

一
礼
凶
八
J

？
と
一
九
人
口
小
に
凶
り
V

千
六
問
広
岡
で
行
わ
れ
に
限
克
ア
シ
ん
ソ
i

卜
に
4
h
F
つ戸：
ιが
で
な
」
る
に

N
L
、仇司令と、

ウ
エ
ル
キ
ン
ゲ
ト
け
ク
ス
は
崇
読
の
な
い
英
雄
ピ
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、

ア、
J

ト
ノ
ー
ト
の

ブ
フ
ン
ス
？
五
の
英
雄
と
、
ν
て
不
動
の
地
ん
げ
を
恨
J

V

て
い
た
）
力
寸
け
ず
の
英
雄
が
ヌ
持
さ
れ
た
の
は
、
お
二
次
十
八
時
直
役
は

v
ジ

ス
h
V

〆ン？ヘ

ヘーア
L

、
ド
f
、
ル
が
ラ
エ
ル
キ
ン
ゲ
ト
げ
ク
ス
を
1

わ
が
祖
扶
の
最
初
の
抗
抗
者
L

に
h

一、賛し、

九
凶
U
J寸
の
道

他
の
初
仕
J

教
科
4

日
の
な
か
ど
も
「
レ
ジ
ス
タ
ノ
ス
の
門
限
初
の
史
雄
L

と山しと
E
コ
汁

ー
η

［寸、、

1
l
宇
一
午
l
山

7
1ノ
｛

f
l
f
t

い
た
い
ア
y

ア
ス
ア
1
ノ

ク
ス

の
ー
へ
一
気
に
ふ
る
／
一
こ
ろ
が
大
き
い
ん
J

一
ろ
う
n

第
一
一
共
和
政
が
誕
干
し
て

ガ
リ

γ
り
υ央
詫
は
づ
ノ
ラ
ン
ス
判
ム
れ
に

世
紀
の
向
に
、

L
っ
か
り
こ
摂
コ
い
た
の
で
あ
る
。
二
号
し
た
州
地
勢
は
、

二
C
C
辿
刊
に
出
版
さ
れ
に
コ
’
一
F

J

ス
由
ん
を
作
ゥ
丈
一

｝〉，、

；？を
J

れ
て
h
w
るじ

自
へ
の
主
甘
か
割
以

一
C
C人
で
フ
ソ
ン
ス
史
の
パ
ノ
ラ
マ
を
法
不
ず
る
こ
と
は
一
緒
rLrむ
し
行
為

で
た
る
三
と
士
認
め

つ
つ
も
、
一
川
氏
の
記
憶
伶
り
に
寄

1
1
た
人
物
心
長
初
に
ウ
J

ル
キ
ン
ゲ
〉
リ
ク
ス
ー
を
取
れ
J
d
の
げ
た
乙
そ
心
理
由
と
し
て
、

1
4
代
力
リ

i

j

、
、

7
1」
1
ぜ、っ

一ιμu
世
紀
以
降
に
雨
入
在
役
割
を
済
じ
え
、
一
と
を
挙
げ
て
い

い
ま
だ
ブ
ツ
シ
ス
が
存
’
i
L
て
い
は
い
時
代
む
人
物
が
、

こ
の
よ
う
立
人
物
フ
ラ
ン
ス
山
は
、
共
雄
崇
打
や
戎
雄
山
ん
ね
に
荷
担
す
る
危
治
性
も
あ
る
だ
ろ
う
時
あ
た
か
も
づ
ラ
ノ
ス
は
、

北
八
七
円
い
：
～

i
グ

カ

ベ

i
の
則
市
ミ

ν
一
ア
ム
を
杭
い

刀
八
九
に
は
ブ
フ
ン
ヌ
f

り八
Mm
－

o
n一
周
年
ど
杭
〉
た
〕

ま
こ
一
？
凡
ん

ア四

以；こ
が I同
問、？
泊三 「~n：，どイt

t~ 
物
館
」

パ
同
紀
以
降
の
出
品
掘
調
査
の

「
最
初
の
稔
決
算
」
と
し
と
ア
↑
一
ル
ヰ
／
ゲ
ト
り
ケ
ス
ミ
ア
ハ
了
J

一
九
九
ハ
年
江
出
、

ク
口
ヴ
ペ
ス
の
AJ人洗

五
（
）
（
ハ
守
山
刊
行
工
品J
コ十一

ワ
ラ
〆
マ
、
は
、
土
さ
に
コ
メ
モ
フ
ン
オ

ン
の
時
代
」
に
史
人
L
z
l
h
か
の
民
ぺ
炉
あ
る
三
ち
ょ
う
と
そ
れ
は
、

フ
↑
ノ
ン
ス
に
む
止
め
よ
ノ
／

J
ノ
リ
ズ
」
が
的
士
る
時
期
！
と
待
合
、
）
て
い

た
ラ
し
か

L
んf
ド
、
多
文
化
芝
山
花
が
説
法
す
る
な
か
で
、

7

こ
っ
ン
ス
司
、
ま
れ
の
F
ノフ
j
カ
人
の
佐
代
に
フ
ブ
ン
ス
片
ん
や
出
入
の

m…」んを
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い
か
に
教
え
る
の
か
を
考
察
し
zf
芹
物
、

M
U
史
教
J

汁
と
tr人
化
的
多
検
作
わ
が
担
任
ん
は
刀
リ
ア
人
L

？
の
ら
ず

え
と
こ
ろ
に

世
紀
り
ガ
り
γ
人
と
ブ
↑
ノ
／
ス

い
関
係
♂
不
さ
れ
て
い
ャ
句

朝
日
社
町
一
九
一
ム
f

月
一
一
一
目
、
二
／
と

r

九

一

月

八

日

、

一

三

C
力
作
［
／
月
日

一
り
～
円
「
引
ロ
ム
『
一
川
町
一
門
司
4
v
一円
V
ゆでプ］
MU40ZAJ
向、
λ

回向山一一プ］
Mu
－O
Z
A
J
七↓
c
r
］AU
同
旬
叫
～
vhckcwh
〉
向
。
ぉ
Y
H
G
吋日
v

、一戸
J戸山

は
「
4
叫
に
民
族
の
ド
忠
一

r
h隙
r

A

V
」

lr
、
h
f
yハ

｛

3

h

路
川
口
奈
此
三
邪
早
川
］
五
一
と

U
古
人
〕

ψ

凡
じ
有
害
、

ヤー

げ
か
川
山
収
手
れ

プ
ヱ
二
川
町

ι沼
山
物
詰
記
志
九
川
町

ハ

千iモ

市
川
、
平
J

明中川氏パ快桔円一一↓
hupJ
！b
f仏

JU
川正
4
1
、

L
L
f
 

j
ブ
r
I

' 

山区
N
E
W
戸向。円江川
GHWJ
ト臥ミヤヂ町、～略、ゆとな当た
h
h
h
E
託金
hw
命
件
、
氏
、
丁
、
問
、
小
h
q
h
h
A
t
p
L
w
r
H
》【戸時い
ud

町
長
刊
で

o

h

J

巴
p
h
r
R
k
J
r

町什戸
L

＝同町（～一九ホミ

ミごノサヘ之、
b
、
、
一
｝
可
で
N
U
Q
U
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